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炭

鉱

閉

山

始

末

記

(Ⅲ
)

川

内

昇

七

立

山

鉱

業

所

大

手

炭

鉱

閉
山

立
山

鉱

業

所

は
、

明

治

鉱

業

株

式

会

社

の
経

営

で

あ

る
。

明

治

四

十

一
年

北

多

久

町
山

犬

原

地

区

に

鉱

区

を
設

定

し

、

大

正

二
年

多

久

炭

鉱

第

一
坑

と

し

て
開

坑

、

同

四
年

に
、

立

山
鉱

業

株

式

会

社

を
買

収

し

て
第

二
坑

と

し

、

七
年

に

は
、

東

原

地

区

に

第

三
坑

を

開

坑

し

た

が
、

十

二
年

に

は

、

す

べ

て

の
採

炭

を
休

止

し

た
o

昭
和

十

八

年

、

旧

二
坑

・
旧

三
坑

地

区

に

立

山

鉱

業

所

と
し

て

改

め

て
開

坑

を

行

っ
た
Q

三

十

二
年

度

の
出

炭

量

は
、

十

三

万

二
千

ト

ン
で
従

業

員
数

六

七

六

名

、

年

度

末

の
労

務

者

一
人

当

り
出

炭

能

率

は

二

十

・
七

ト

ン
で

あ

る

o

落

差

、

約

三

〇
〇

メ
ー

ト

ル

の
陣

の
辻

断

層

に

よ

っ
て

、

地

殼

が
押

し

上

げ

ら

れ

て

い

る
た

め
、

杵

島

五

尺

層

は

、

消

失

し

、

そ

れ

以

深

の
多

久

原

四
尺

層
、

上

三
枚

層

、

眉

毛

層

、

下

三

枚

層

、

厳

木

五

尺

層

(
何

れ

も

同

鉱

で

の
呼

名

)

が

あ

る
が

、

何

れ

も

同

鉱

鉱

区

内

に

露

頭

を
持

っ

て

い
る
o

こ

の
た

め
、

上

層
部

の

炭

層

は

、

明

治

大

正

年
間

に

一
部

採

掘

が

行

わ

れ

て

い
る

た

め
、

厳

木

五

尺

層

を
採

掘

し
、

こ

の
炭

層

は

山

丈

二

・

一
㎝
、

炭

丈

一
・
四

五

㎝
、

精

炭

カ

ロ
リ

ー
六

〇

〇

〇

磁

で

あ

る
。

年

間
出

炭

量

十

万

ト

ン
～

十

三

万

ト

ン
を

続

け

て

い

た

が
、

同

鉱
鉱

区

の
西

南

部

の
鉱

区

は
、

明

治

佐

賀

鉱

業

所

よ

り

採

掘

を
行

う

方

法

が

有
利

で

あ

る
、

(
国

鉄
唐

津

線

を

地

下

で
横

切

る

た

め

)

と

い
う

こ

と

で

、

三
十

八

年

二
月

を
も

っ
て

閉

山

す

る

こ

と
と

な

っ
た
○

閉

山
時

に
お
け
る

従

業

員
数

は
、

六
五

〇

人

で
同

年

七
月

末

の
就

職

状

況

は
次

の
と

お
り

で

あ

る

(
第

一
表

)
。

第1表 就 職 状 況 調

(多 久職業安定所調)

人 員(人)区 分

650

520

124

閉山時の被保険者数

就 職 者 数

残 務 処 理 者 数

486安 求 職 処 理 件 数

41

1

42

定1命 令による広域就職

所 県 内 就 職

扱 計

8

55

自 己 就 職

転 出

'105
計合

181未 就 職 者

 

こ

の

よ
う

に
、

就
職

の
状

況

が

お

く

れ

た

原

因

は

、

e
会

社

ぐ

る

み

の
閉

山

で

な
く

、

一
つ

の
炭

鉱

の
閉

山

で
あ

っ
た

た

め

に

、

労

働

協
約

で
定

め

ら

れ
た

退
職

金

が
全

額

一
人

平

均

七

〇

万

円

と

云

わ

れ

る

こ

の
地

域

で

の

閉

山

炭

鉱

と

し

て

は
、

異

例

の
金

額

が
支

給

さ
れ

た

こ
と

。

口

技
術

系

の
職

員

及

び

、

請

負

の
組
夫

が
す

ぐ

近

所

に

あ

る

同

社

の
明

治

佐

賀

鉱

業

所

に

転

じ

、

明

治

佐

賀

鉱

は

、

隆

盛

を
続

け

て

い
た

の
で

、

こ

こ
に

就

職

で

き

る

の
で

は

な

い
か

と

い
う

期
待

感

が
あ

っ
た

こ
と

o

日

地

元

出

身

者

が
多

く

(
第

二
表

)

扶

養

家

族

の
多

い
者

、

中

高

年

令

者

(
第

三

表

)

が

地

元

で

あ

る

県

内

就

職

を

希

望

し

た

(
六

六

%

)

o

一㎜「



第2表 鉱 員 出身地 別 調

昭和35年12月 末

比率%人 員(短地 区

55.5

51.0

27.5

6.0

252

220

195

42

多 久 市

県 内

九 州

そ の 他

100.0709計

 

こ

の

よ

う

に
、

予

想

以

上

に

数

多

く

の
残

留

者

が

生

じ

た

が

、

親

会

社

が

有

権
者

・
有

資

力

炭

鉱

と

し

て
残

存

し

て

い
た

た

め

、
住

宅

問

題

・
電
気

の
配
線

第3表 未 就 職 者 の 内 訳

構成比人 員繍構成比人 員年 令 別

2

61

57

100

8

252

141

381

0

1～5

4以 上

5

17

24

40

14

100

19

65

91

155

53

381

21～29

50～34

55～59

40～49

50以 上

計

 

問

題

・
浴

場

、

道

路

、

集

会

所
、

子

供

遊

園

地

等

の
問

題

に

つ
い

て
は

、

立

山

炭

住

地

区

に

離

職

者

は

集

中

す

る

こ
と

と

な

り

、

労

使

双
方

で

そ

の
負

担

区

分

を
正

式

な

閉

山

契

約

で
協

定

し
、

市

の
行

政

と

し

て

は
介

入

す

る

必

要

は

生

じ
な

か

っ

た
oし

か

し

、

こ

こ

で
も

ゴ

ミ

、

し

尿

は

十

二

月
ま

で

会
社

で

行

い
、

以

後

市

で
引

き

つ
ぐ

こ
と

と

な

っ
た
。

最

も

問

題

と

な

っ
た

の

は
、

飲

料

水

の
水

源

確

保

で

あ

っ
た
。

専

用

水

道

は
、

炭

鉱

住

宅

地

区

の

ほ

か
、

山

犬

原

・
前

田

の
井

水

枯

渇
世

帯

に

給

水

を
し

て

い
た

が
、

そ

の
水

源

は

、

山

犬

原

川

の
流

水

を
使

用

し

て

い
た

(
第

四

表

)

。

第4表

立山専用水道の給水先

人 員区 分

2,778人

935人

3,713人

従 業 員 数

鉱害・被害者数

小 計

給

水

人

口

742㎡/日給 水 量

山犬原川水 源

山
犬
原
の
水
利
権
者

(
か
ん

が
い
水
利
用
の
農
家
)
は
、

こ

の
取
水
を
許
可
す
る
条
件
と
し

て
、
立
山
鉱
業
所
が
石
炭
採
掘

の
た
め
揚
水
す
る
日
量
四
二
〇

〇
㎡
を
山
犬
原
川
に
還
元
す
る

こ
と
に
よ

っ
て
、
容
認
を
し
、

硬
山
敷
地
と
し
て
か
ん
が
い
溜

池
ま
で
提
供
を
し
て
い
た
の
で
、

坑
内
水
の
揚
水
が
停
止
さ
れ
る

こ
と

は
、

死

活

の
問

題

で

あ
り

、

取

水

を

す

る

こ
と

は

許

可

で
き

な

い
と

い
う

、

強

い
態

度

を
打

ら
出

し

た

o

市

と

県

で

は

、
水

源

確

保

の

た

め
、

坑

内

水

の
利

用

が
可

能

で

は

な

い
か

と

考

え

、

七
月

に

は
、

坑

内

水

の
取

水

試

験

を

行

う

と

と

も

に
、

会

社

と

水
利

権

者

の
間

に

は
、

か

ん

が

い
用

水

減

少

に

と
も

な

う

水

田

の
被

害

補

償

契

約

を

締

結

さ

せ
、

緊

急

の
飲

料
水

の
供

給

は
、

会

社

の
責

任

で
続

行

を

さ

せ

た
。

坑

内
水

の
取

水

試
験

の
結

果

は
、

揚

水

に

つ
い

て
は

日

量

二
〇

〇

〇

㎡

の
取

水

は
、

地

表

に

影

響

を
全

く
与

え
ず

取

水

可

能

で

あ

る

が
、

第

一
に
水

質

が
鉄

分

が

多

く

飲

料

水

不

適

で

あ

る
o

第

二
に
坑

内

水

を
揚

水

す

る

た

め

に

は

、

坑

内

保

安

の
維
持

等

に
よ
り

コ
ス
ト
高

に
な
る
、

と

い
う

理

由

で
飲

料
水

水

源

と

し

て

は

不

可

能

と

云

う

結

論

し

か

で

な

か

っ
た
o

こ

の
た

め

市

は
、

止

む

を

得
ず

三
十

九

年

一
月

よ

り

市

で

月

料

金

一
世

帯

二
六

〇

円

で

運
営

す

る

こ

と

と

し
、

会

社

よ

り

運

営

費

の
不

足

分

に

つ
い

て
は

別

に

納

入

を

さ

せ

る

こ

と
と

し

た
〇

四

十

二
年

六
月

、

上

水

道

と

併

せ

て
閉

山

炭

鉱

水

道

整

備

事

業

(
四

〇
年

～

四

一
年

継

続

事

業

)

に

よ

っ

て

、
新

し

い
水

道

が

完

成

す

る

ま

で

の
明

治

の
運

営

費

に

対

す

る

負
担

金

納

入

状

況

は

、

次

の

と

澄
り

で

あ

る

(
第

五
表

)

。

一職一



第5麦 左山水道運営状況
単位千円

比 率運 営 費 明治納入額年 度

76

17

55

7

0

700

243

984

205

0

920

1,414

2,839

3,130

214

58

39

40

41

42

252,1328,571計

三
十

七
年

七

月

未

就

職

者

、

三

八

一
人

、

残

務

処

理

者

目
二

四
人

、

併

せ

て
五

〇

五

人

、

世

帯

数

四

二

四
世

帯

は

、

県

内

特

に

、

明

治

鉱

業

系

に
就

職

を

希

望

し

残

留

し

て

い

た

が

、

そ

の

希

望

は

入

れ
ら

れ

な

か

っ
た

o

わ
ず

か
に

二

十

一
人

の
職

員

が

同

系

の
会

社

に

転

勤

を

し

、

六

十

三
世

帯

が
下

請

け

の

組

夫

と

し

て
採

用

さ

れ
、

明

治

佐

賀

の

炭
住

に

転

用

さ

れ
た

旧

立

山

炭

鉱

の
蒲

山

住

宅

区

に

移

転

し

た

に

過

ぎ

な

か

っ
た
o

他

の
人

々
は
、

つ
ぎ

つ
ぎ

に

く

し

の
歯

が
落

ら

る

よ
う

に

他

所

に

就

職
、

移

転

を
行

な

い
、

四

十

二
年

六

月

の
水

道

の
完

成

期

に
は

、

残

留

世

帯

一
二

二
世

帯

に

減
少

し

た
。

鉱
業

用

地

は
、

会

社

で
処

分

が

行

わ

れ
た

が
、

価

格

さ

え
高

価
格

で
あ

れ

ば
、

誰

に

で

も

処

分

す

る

と

い
う

方

法

を

と

っ
た

た

め

、

無

計

画

な
処

分

が
行

わ
れ

た
Q

大
手

炭

鉱

の
閉

山

は

、

中
小

炭
鉱

と

較

べ

れ

ば
、

恵

ま

れ

た
退

職

条

件

に

よ

っ

て
離
職

す
る

が
、

退

職

金

の
受

け

渡

し

が

縁

の
切

れ

目

で
、

そ

の
後

の

対

策

に

つ

い

て
は

、
会

社

も

労

働
組

合

も

放

置

し

て
、

離

職

者

対

策

に

つ
い

て

も

、

財

産

処

分

に

つ

い
て
も

、

就

職

問

題

・
地
域

開

発

問

題

を
考

え

ず

極

め

て
冷

た

い
処

理

し

か
な

さ

れ

て
な

い
Q

い

わ
ゆ

る

大
手

炭

鉱

の
典

型

的

な

閉

山

の
型

を
示

し

た

の
が

、

こ

の
鉱

業

所

の
閉

山

と

い
う

こ

と

が

で

き

よ

う
○

こ

の
た

め
、

つ
ぎ

の
よ
う

な
紛

争

が
生

じ

た
o

e

立
山

炭

鉱

の
再

開

に

あ

た

り
、

職
員

住

宅

地

区

と

し

て
利

用

し

て

い
た
、

自

由

が
丘

の
十

地

に

っ

い

て
は
、

多

久

原

部

落

と

永

代

小

作

契

約

を

締

結

し

て

い

た

の
で

、

そ

の
実

行

を

さ

れ

る

こ
と

と

云

う
申

し

出

が

な

さ

れ
た

。

契
約

の
内

容

は
、

鉱

業

権

を

放

棄

し

た

と

き

は
、

当

該
契

約

の
土

地

に

つ
い

て

は
、

旧

土

地

所

有

者

で

あ

る

多

久

原

部

落

に

無

条

件

で
返

還

す

る

こ

と

と

な

っ
て

い

た

た

め

、
明

治

鉱
業

は

無
条

件

で
返

還

す

る

こ
と

と

な
っ

た
。

⇔

同

じ

く
、

立

山
炭

鉱

の
再

開

に

あ

た

り

、

従

来

の

里

道

(
公

有

地

)

を
炭

鉱

用

地

に

転

用

す

る

法
律

的

な

手

続

き

が
行

わ
れ

て

い

た

が
、

そ

の
代

替

道

路

に

つ

い

て
は

法

的

な
手

続

き

が

行

わ

れ

て

い
な

か

っ
た

た

め

、

そ

の

道

路

を

利

用

し

て

い
た
、

前

田

、

東

原

、

山

犬

原

部

落

よ

り
現

在

の
道

路

を

無

条

件

に

利

用

さ

せ

る
と

と

も

に

、

所

有

権

を
譲

渡

す

る

よ

う

要

求

が
行

わ
れ

た

。

こ

の
問

題

に

つ

い

て
は
、

な

か

な

か

解

決

が

つ
か
ず

、

四

十

八
年

五
月

明

治

鉱

業

株

式

会

社

が
清

算

会

社

に

な

る

ま

で
続

き

、

市

道

と

し

て
市

有

地

と

な

る

ま

で
紛

争

し
た

。

白

立

山

炭

鉱

の
ボ

タ
山

等

多

く

の
土

地

を

提

供

し

て

い
た
前

田

部

落

で

は
、

旧

土

地

所

有

者

か

ら

多
久

原

と

同

じ

く

炭

鉱

の
保

有

し

て

い

る
土

地

を

返

還

し

て

欲

し

い
と

い
う

要

求

が
出

さ

れ

た

o

炭

鉱

は

、

多

久

原

の
よ

う

な

契

約

が
な

い

こ

と

を

理

由

に

拒

否

し
、

ボ

タ

山

だ

け

な

ら

地

元

に

格

安

で
売

却

を

し

よ

う

と

い
う

こ
と

で

契

約

を

締

結

し
、

代

金

を

支

払

っ
た
o

旧

土

地

所

有

者

は
、

当

時

の

み

か

ん
栽

培

ブ

ー

ム

で

ボ
タ

山

の

み

か

ん

園
化

を

計

画

し

て

い

た

が
、

ボ

タ

山

の
開

墾

等

を
す

れ

ば

保

安

責

任

は

土

地

所

有

者

(
開
墾

者
)

に

な

る
と

い
う

こ
と

で
、

折

角

購

入

し

た

ボ

タ

山

は

着

工

が

で

き

な

い

こ

と

と

な

り

、

旧

土

地

所

有

者

は

ボ

タ

山

購

入

の
資

金

の
借

金

だ

け

が
残

る

こ
と

と

な

っ
た
Q

四

離

職
者

の
た

め

の
企

業

誘

致

に

つ
い

て

は
、

ま

っ
た

く

関

心

は

な

く

旧

集

会

所

を

利

用

し

た
、

大
阪

手

袋

工

場

(
本

社

大
阪

市

)

用

地

と

し

て

六

四

二

㎡

(従

業

員

、

女

子

主

体

に

二
十

五

人

)

を

三
十

九

年

八

月
、

麻

生

コ

ン

ク

リ

ー

ト

工
業

(
本

社

飯

塚

市

)

に

一
Q
、八

四

三

㎡

(
従

業

員

、

男
女

二
十

人

)

を

四

十
年

八

月

に

譲

渡

し

た

に

と

ど

ま

り
、

大

阪

手

袋

工
場

は

四

十

二
年

八
月

に

は

倒

産

し

た
Q

一麗}



固

残
余
の
土
地
約
九
q
O
O
O
㎡
は
切
り
売
り
さ
れ
未
利
用

の
ま

㌧
放
置
さ

れ
、
環
境
保
全
が
問
題
と
な

っ
て
い
る
。

八

大

型

閉

山

の
影

響

小

城

・
立

山

の
閉

山

小

城

鉱

業

所

、

立

山

鉱

業

所

の
閉

山

は
、
多

久

市

に

お
け

る
本

格

的

な

大

型

閉

山

で

あ

っ
た
○

し

か
も

引

き

続

い
た

閉

山

で

あ

っ
た

た

め
、

地

域

に

あ

た

え

た
影

響

は
、

極

め

て
大

き

い
も

の

が

あ

っ
た
o

]
日

人

口
、

生

徒

児
童

数

の
激

減

小

城

鉱

業

所

、

立

山

鉱

業
所

の
炭

鉱

住

宅

専

用

地

区

の
世

帯

数
、

人

口

の
減

少

は

、

小

城

鉱

業

所

(閉

山

後

十

カ

月

)

で
世

帯

数

四

九

四
世

帯

(
五

〇

・
三
%

)

人

口

二
、
二

二

二
人

(
五

四

・
七

%

)
、

立

山

鉱

業

所

(
閉

山

後

三

カ

月

)

、

世

帯

数

一

一
七

戸

(
二

一
・
七
%

)

、

人

口

五

一
八
人

(
二

二

・
六

%
)

で

併

せ

て
、

第6表 大型閉山による世帯数 ・人口の減少

多久市立 山小 城分区

9,582

44,074

984

4,067

世帯数(戸)

人 口(人)

57年7月

9,552

42,490

541

2,296

世帯数

人 口
38年2月

9,069

41,014

424

1,778

490

1,845

世帯数

人 口

38年5月

515

5,060

117

518

494

2,222

世帯数

人 口
減 少 数

5.4

7.0

21.7

22.6

50。3

54.7

世帯数(%)

人 口(%)
減 少 率

囲 ・37年7月 は、小城鉱業所 の閉山時

・38年2月 は
、立山鉱 業所の閉山時

世

帯

数

六

一

一
世

帯

、

人

口

二
、七

四

〇

人

に

の
ぼ

っ
た
。

市

の
全

体

の
減

少

数

は
、

世

帯

数

が
五

=

二
世

帯

(
五

・
四

%

)

、

=
「
〇

六

〇

人

(
七

・
○
%

)
で
あ
る
か
ら

、

両

鉱

業

所

の
世

帯

数

の
減

少

数

は

そ

れ
を

上

廻

り

、

人

口

で

は

九

〇

%

を

占

め

て

い

る

(
第

六

表

)

。

こ

の
よ

う

な

、

世

帯

数

、

人

口

の
急

激

な

流

出

は

必
然

的

に

、

そ

の
子

弟

で

あ

る
生

徒

、
児

童

数

を
も

ま

た

減

少

さ

せ

た

。

小

城

・
立

山

両

鉱

業

所

の
子

弟

が

通

学

し

て

い

た
学

校

は

、

東

部

小

中

学

校

、

北

部

の
小
中

学

校

の
四

校

で

あ

る

が

、

閉

山

時

よ
り

の
学

級

数

、

お

よ
び

児

童

生

徒

数

の
減

少

状

況

は
次

の
と

お
り

で

あ

る

(
第

七
表

)
。

第7表 学級数 ・児童生徒数 の減少状況

立山鉱業所分小城鉱業所分分区

北部中北部小東部中東部小QD

59

1,935

46

2,316

23

1,089

56

1,709

学 級 数

生徒児童数
5Z5

59

1,918

40

1,956

21

959

27

1,113

学 級 数

生徒児童数
3&5

59

1,817

57

1,587

18

798

23

9り6

学 級 数

生徒児童数
59.5

0

17

6

560

2

150

9

596
減 少 数58-57

0

118

9

729

5

291

15

795
減 少 数59--57

6.151.426.746.4減少率(%)

全

数

522

245

77

25.9

495

520

173

35.1

558

229

129

56.0

701

215

486

69.5

在籍者(人)

在籍者(人)

3Z5

5&5

減 少 数(人)

減 少 率(%)

炭

鉱

分

曲1.全 数 は 、学 校基 本 調 査に よる。

 

④

学
級
数
、
児
童

・
生
徒
数
が
急
激
に
減
少
し
て
お
り

(北
部
中
を
除
き
)
、

噛塒「



そ
の
大
部
分
が
、
閉
山
し
た
両
鉱
業

所
の
在
籍
者
児
童

・
生
徒
数
の
減
少
に
よ
る

も
の
で
あ
る

②

小
学
校
の
減
少

の
比
率
が
高
く
、
中
学
校
の
比
率
が
低

い
と
い
う
こ
と
は
、

進
学
と
い
う
条
件
が
あ
る
に
し
て
も
、
中
学
校
の
生
徒
を
子
弟
に
持

つ
中
高
年
令

者
ほ
ど
、
他
地
区

へ
の
就
職
は
困
難
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
証
明
す
る
も
の
で
も

あ
る
。

さ
ら
に
学
級
数
の
減
少
は
、
教
職
員
が
過
剰
と
な
り
、

他
の
市
町
村
に

異
動
を

さ

せ
ね

ば

な
ら

な

い
と

い
う

(
1

教

職

員
削

減

)

問

題

も
生

じ

た
o

口

小

売

業

者

の
売

上

げ

の
減

少

石

炭

鉱

業

と

の
関

連

産

業

と

い

え
ば

、

小

さ

な

石

炭

小

売

業

者

が

あ

る
と

い

う

だ

け

で
、

主

と

し

て
炭

坑

の
従

業

員

を

目

的

と
す

る

小

売

業

者

が

多

か

っ
た

た

め
、

従

業

員

の
流

出

に

よ

る
打

撃

は

大

き

か

っ
た

。

三
十

八
年

十

月
、

多

久

市

商

工
会

が
調

査

し

た

売

り

上

げ

減

少

額

の
調

査
に

よ

れ
ば

、

次

の
と
お

り

で

あ

る

(
第

八

表

)

。

市

内

の
業

者

の
う

ち

、

七

七

・
八

%

が
何

等

か

の
関

係

を
持

ち
、

そ

の
売

上

げ

は

一
二

・

一
%

が

減

少

を
し

た

o

特

に
炭

鉱

住

宅

地

区

で

の
業

者

(
直

接

)

は

主

と

し

て
従

業

員

を
持

た

な

い
自

営

業

者

で

あ

っ
た

が

、

売

上
げ

の
減

少

額

は

八

〇

・
0
%

と

い
う

高

率

に

な

り

、

壊

滅

的

な

打

撃

を

受

け
、

従

業

員

十

五
人

は
解

雇

さ

れ

た
o

従

業

員

に

対

す

る

売

掛

金

は
、

同

調

査

に

よ

れ

ば

一
、三

六

〇

万

円

で

あ
り

、

そ

の
う

ち

五

十

五

%

が

電

器

製

品

、

特

に

テ

レ
ビ

、

つ
い

で
米

代

が

一
〇

彩

で

あ

っ

た
。

な

知
、

こ

の
大

型

閉

山

に

対

応

す

る

た

め

佐

賀

県

で

は

、

産

炭

地

域

中
小

企

業

に

対

す

る

特

別

融

資

の
措

置

を

行

っ
た

が

(注

)
、
そ

の
申

込

み

件

数

は

四

十

五

件

で
、

う

ち

十

四

件

は
移

転

、

七
件

は

転

業

資

金

の
申

し

込

み

で
あ

っ
た

○

(注

)

特

別

融

資

措

置

は

、

炭

鉱

閉

山

に

よ

っ
て
影

響

を
受

け

た

中

小

企

業

者

に

つ
い

て
売

掛

金
、

移

転

資

金
、

転

業

資

金

と

し

て
、

金

融

機

関

か

ら
借

り

受

け

た

も

の
に

、

利

子

補

給

を
年

利

五

分

に

し

よ

う

と

す

る

も

の

で
、

補

給

は

第8表 閉山による売上減少額調

多久市商工会調

減少率%減少額(千円)売上額(千円)従業員数店舗数区 分

5,056,8201,5571,072多久 市

80.0

40,0

45.9

35,600

154,400

188,000

42,000

386,000

42&000

0

250

230

42

206

248

直接

間接

計

小

城

80,0

5.0

6。0

36,000

117,750

153,750

45,000

2,555,000

2,400,000

15

1,008

1,023

37

549

586

直接

間接

計

立

山

80.0

9.9

12.1

69,600

272,150

541,750

87,000

2,741,000

名82&000

15

1,253

1,268

79

755

834

直接

間接

計

合

計

92.59Ji.477.8比 率

㈱1.多 久市 の数については、商業統計資料による。

2.直 接 とは、炭鉱住宅地にある商店である。

 

県

、

市

で
半

額

つ

つ
負

担

す

る

こ

と

と

な

っ
て

い

る
。

た

だ

こ

の
制

度

で

は
、

金

融

機

関

と

し

て
は

返

済

能

力

の
あ

る
者

に

対

し

て

の

み
貸

付

け

を

行

う

の

で
、

零

細
業

者

を

救

助

す

る

こ
と

に

は

な

ら

な

か

っ
た
o

θ

農

家

収

入

の

減
少

小

城

・
立
山

両
鉱

業

所

の
従

業

員

の
日
常

消

費

す

る
農

作

物

の
栽

培

農

家

が
納

所

・
上

田

町

・
小

侍

・
番

所

等

に
集

中

し

て

い
た

が

、

従

業

員

の
減

少

に

よ

っ

て
、

地

場

消

費

地

を
喪

失

し

た
o

多

久

市

農

業

協

同

組

合

の
調

査
に

よ

れ

ば

、

そ

の
減

少

額

は

次

の
と

お

り

で

あ

る

(
第

九

表

)

。

一悩一



第9表

閉山による農作物の売上げ減少調

(多久市農協調)

金 額(干 円)面積(町・反・セ区 分

4,916

3,553

3,140

15,622

27,211

15.1.0

1ろ.0.8

7.1.4

55.52

果 菜 類

果 樹

計

小

城

3,805

2,740

2,455

11,482

20,462

11.7.1

10.1.5

5.5.3

2Z5.9

葉 菜 類

根 菜 類

果 菜 類

果 樹

計

立

山

&821

6,275

5,575

27,ao4

47,675

26.8,1

25.2.5

12.6.7

62.7.1

葉 菜 類

根 菜 類

果 菜 類

果 樹

計

△口

計

 

四

国
鉄
等

の
合

理
化

小
城
鉱
業
所
の
石
炭
を
発
送
す
る
東
多
久
駅
、
立
山
鉱
業
所
の
多
久
駅
、
そ
れ

ぞ
れ
の
貨
物
発
送

・
到
着
に
占
め
る
比

重
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
(第
十
表
)
。

東
多
久
駅
で
は
、
発
送
九
十
五
%
、
到
着
四
十
四
%
、
多
久
駅
で
発
送
十
六
%
、

到
着
五
%
を
占
め
て
い
た
o

こ
の
た
め
、
東
多
久
駅
は
三
十
八
年

二
月
よ
り
、
貨
物
取
扱
い
を
廃
止
す
る
こ

と
と
な
り
、
貨
物
専
用
の
引
込
線

一
・
三
㎞
は
遊
休
施
設
と
な

っ
た
o
さ
ら
に
、

小
城

・
立
山
両
鉱
業
所
と
も
に
専
用
の
引
込
線
を
持

っ
て
い
た
が
、
何
れ
も
不
用

と
な
り
、
撤
去
さ
れ
、
駅
員
、
東
多
久
駅
五
名
、
多
久
駅
三
名
が
配
置
転
換
と
な

り
、
日
本
通
運
東
多
久
出
張
所

(三
名
)
も
廃
止
さ
れ
た
o

郵
便
局
で
も
、
配
達
取
扱
い
件
数
が
減
少
し
た
た
め
、
東
多
久
局
で
三
名
、
北

多
久
局
で
二
名
の
配
置
転
換
が
行
わ
れ
、
東
多
久
局
は
四
十
二
年
四
月
よ
り
配
達

事
務
を
廃
止
し
た
〇

九
州
電
力
株
式
会
社
で
は
、
小
城
鉱
業
所
が
受
電
し
て
い
た
小
城
変
電
所
で

二

名
、
立
山
鉱
業
所
で
は
専
用
の
立
山
変
電
所
を
廃
止
し
て
二
名
を
減
員
し
た
o

第10表 昭和36年 度貨物取扱い量調

多久駅調

比率%)両炭鉱分(トン)総 量(ト ン)

95

44

211,717

1,851

224,594

4,681

発 送

到 着
東多久駅

16

5

151,074

2,082

96&595

35,865

発 送

到 着
多 久 駅

第12表

建設事業の決算状況(36年)
単位千円

44,656

3,581

21,556

69,575

87,801

&4り9

50,849

147,069

普通建設事業

災害復旧事業

失業対策事業

計

24,947

35.9

税 の減 収額

比 率(%)

第lt表 市税現年度調定額中の閉山炭鉱の比率(56年 度)単 位千円

計電気ガス税鉱産税固定資産税市民税税 目

139,2116,19855,09061,88736,056調 定 額

14,658

10,289

24,947

17.9

548

225

571

9.2

5,144

4,443

9,587

2Z5

5,686

2,539

&225

15.5

5,480

3,084

6,564

1&2

小 城

立 山

小 計

比率

閉

炭

鉱

分

一135一
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固

市

財

政

の
窮

乏

市

の
財

政

に

直
接

影

響

を

あ

た

え

た

の
は
、

市

税

の
減

収

で

あ

っ
た
○

市

税

に

は
、

市

民

税

(
個

人

・
法

人

)

、

固

定

資

産

脱

、

鉱

産

税

、

電
気

ガ

ス
税

、

軽

自

動

車

税

、

た

ば

こ
消

費

税

が

あ

る

が
、

軽

自

動

車

税

、

た

ば

こ
消

費

税

に

つ
い

て

は

、

分
析

が

困

難

で

あ

る

の
で
、

こ

の
分

を
除

い

て
、

三

十

六

年

度

の
現

年

度

調

定
分

に

つ

い

て
み

る

と

、

二

四

九

四

七

千

円

、

総

額

の

一
七

・
九

%

が
減

収

を

す

る

こ
と

と

な

っ
た

(
第

十

一
表

)
。

こ

の
税

収

の
減
少

額

は

、

三
十

六
年

度

の
建

設

事

業

実

施

額

の

一
般

財

源
充

当

額

の
三

五

・
九
%

に

あ

た

る
金

額

で

あ

り

、

失

業

対

策

事

業

、

災

害

復

旧

事

業

に

当

て
た

一
般

財

源
充

当

額

に

あ

た

っ
て

い
る

金

額

と

ほ

ぼ

同

一
で
あ

っ
た

(
第

十

二
表

)

。

当

時

多

久

市

は
、

財
政

再

建

団

体

と

し

て

(
三

十

一
年

よ

り

四
十

年

の
十

力

年

計

画

)
赤

字

解

消

の
た

め
、

諸

経

費

の
節

減

に

努

め

て

い
た

時

期

で

あ

っ
た

の
で

、

こ

の
減

収

は

極

め

て
大

き

い
痛

手

と
な

っ
た
o

間

接

的

に

は

、

ご

み

し
尿

、

閉

山

炭

鉱

水

道
等

の
事

業

の
ほ

か
、

閉

山

炭

鉱

住

宅

地
域

の
環

境

整

備

・
離

職

者

救

済

の
た

め

の
、

炭

鉱

離

職

者

緊

急

就

労

対

策

事

業

の
実

施

、

県

立

多

久

職
業

訓

練

所

の
校

地

提

供

等

の
経

費

を

必

要

と

す

る

こ

と

と

な

っ
た

○

か
く

し

て
、

多

久

市

の
財

政

力

指

数

は
、

こ

の
両

鉱

業

所

の
閉

山

を

契

機

と

し

て
、

年

々
低

下

の

一
路

を

た

ど

っ
た

(
第
十

三
表

)
。

第15表

財政力指数の推移

指数(%)年度

62

61

58

58

58

56

35

36

37

38

39

40

財政力指数とは、基準

財政収入額÷基準財需

要額を云う。

㈱
住

民

の
動

揺

三

十

七

年

十

月

十

三

日

の
石

炭

鉱

業

調

査

団

の
答

申

は

、

『
重

油

価

格

の
予

想

外

の
低

落

と

原

油

輸

入

の
自

由

化

に

よ

っ
て

、
石

炭

が
重

油

に

対

抗

で

き

な

い

こ

と

は
、

今

や
決

定

的

で

あ

る

と

い
う

認

識

の
も

と

に
、

石

油

と

の
競

争

的

な

共

存

政

策

を

放

棄

し

、

政

策

的

に

の

み
維

持

す

る

こ

と

が

で

き

る
石

炭

の
、

消

費
市

場

に
依

存

し

つ

つ
、

急

速

な

閉

山

を

防

止
す

る

が

、

基

本

的

に

は

ス
ク

ラ

ソ
プ

・
ア

ン
ド

・
ビ

ル
ド

方

式

を

一
層

強

化

す

る

已

こ

と

と

し

た

(注

)
。

(
注
)

四

十

二
年

度

の
石

炭

需

要

五
、五

〇

〇

万

ト

ン
、

同

年

の
生

産

能

率

を

三

八

・
六

ト

ン
と

し
、

そ

れ

よ

り

下

廻

る
非

能

率

炭

鉱

}
、二

〇
〇

万

ト

ン
を

閉

山

す

る
o

こ
の
答

申

に

さ

き

だ

っ

て
、

炭

鉱

労

働

組

合

連

合

会

(
炭

労

)

を
中

心

に

三

十

六

年

十

月

よ

り

、

石

炭

政

策

転

換

の
た

め

の
斗

争

を

打

ち

出

し

、

三

十
七

年

四

月

ま

で
、

炭

鉱

労

働

者

を
東

京

に

動

員

し

て
、

デ

モ
、

座

り

込

み

を

続

け

た
o

佐

賀

県

で

も

三

十

六

年

十

二
月

(
多

久

市

で

は

三
十

五
年

十

二

月

の
市

議

会

で

)

県

議

会

で

「
産

炭

地

域

特
別

委

員

会

」
が

設

置

さ

れ
、

石

炭

産

業

を

保

有

す

る
市

町

村

の
連

合

組
織

で

あ

る

全

国

鉱

業

市

町
村

連

合

会

(
加

盟

市

町

村

一

一
〇
)

も

九

月

全

国

大
会

を
開

催

す

る
な

ど

、

知

事

・
市

町
村

長

・
県

議

会

・
市

町

村

議

会

・
商

工
団

体

・
炭

鉱

経

営

者

が

一
体

と

な

っ
た

要

望

運
動

が

行

わ

れ

た
○

答

申

後

も

、

十
月

二
十

三

日

に

は

総

評

・
炭

労

主

催

の

　
石

炭

政

策

転

換
秋

期

貫

徹

県

集

会

」
、

十

一
月

十

一
日

に

は

「
多

久

市

石

炭

産

業

危

機
突

破

市

民

大

会
」
(注

)
、
十

一
月

二

十
九

日

「
佐

賀

県

石

炭

危

…機
突

破

大
会

」
な
ど

が

あ

い

つ

い
で

開

催

さ

れ

た
o

(注

)

決

議

「
石

炭

合

理

化
政

策

の
促

進

に

よ

り

石

炭

産

業

の
不

況

は

益

々
深

刻

の
度

を
増

し
、

今

や
産

炭

地

は

疲

弊

の
極

に

達

し

て

い

る
o

特

に

本

市

に

澄

い
て

は

、

そ

の

影

響

が

極

め

て
大

き

く
、

市

内

の
経

済

の

混

乱

に

も

と

つ

く
地

域

社

会

の

不
安

は
増

大

し

、

市

の
行

政

財
政

面

に
お
け
る

運

営

は

、

ま

さ

に

破

綻

寸

前

の
状

態

に

あ

る

○

一燭一



記

一、

抜

本

的

総

合

エ
ネ

ル

ギ

!

対

策

の
樹

立

二
、

唐

津

石

炭

専

焼

火
力

発

電
所

の
建

設

三
、

唐

津

線

輸

送
力

の
強

化

四
、

中

小

炭

鉱

近

代

化

資

金

枠

の
拡

大

五
、

雇

用

対

策

の
強

化

確

立

と

社

会

保

障

制

度

の
拡

充

六
、

市

財

政

を

重
圧

す

る

特

別

財

政

需

要

の
全

額

国

庫

負

担

七
、

産

炭

地

域

振

興

事

業

団

の
機

能

強

化

八
、

産

業

基

盤

整

備

の
為

の
道

路

交

通
網

の
整

備

と

水

資

源

の
開

発

九
、

新

規

企

業

の
誘

致

と

地

場

産

業

の

振
興

一
〇
、

産

炭

地

に

お

け

る

産

業

機

構

の
育

成

強

化

=

、

買

上

炭

鉱

に

対

す

る

売

掛

金

の
政

府

補
償

一
二
、

産

炭

地

零

細
企

業

の
救

済

一
三
、

鉱

害

の
早
期

認

定

と

全

額

国
庫

負

担

に

よ

る
完

全

復

旧

」

さ
ら

に

、

県

が

三

十

七

年

七

月

に

調

査

し

た
結

果

に

よ
れ

ば

、

県

内

三

十

九

鉱

の
う

ち

生

産

能

率

は

、

大
手

五

鉱

が

二

十

五

ト

ン
、

中

小

鉱

は

十

五

・

一
ト

ン

で

あ
り

、

九
十

三

%

が

一
般

炭

で

あ

る

の

で

四

十

二
年

以

降

残

存

す

る

炭

鉱

は

、

明

治

西
杵

(
北

方

町

)
、

明

治

佐

賀

・
三

菱

古

賀

山

(
多

久

市

)

、
杵

島

(
大

町

町

・

江
北

町

)

、

立

川

(
伊

万

里

市

)

、

岩

屋

(厳

木

)

、

柚

木

原

(
多

久

市

)

、

国

見
、

楠

久

(
伊

万

里
市

)

な

ど

あ
り

、

九
鉱

で

失

業

者

は

約

六
千

人

に

達

す

る

で

あ

ろ
う

と

想
定

さ

れ

た

○

こ
う

し

た
情

勢

の
中

で

の
小

城

鉱

業

所

、

立

山

鉱

業

所

の
大

型

閉

山

は

、

従

業

員
に

離

山

ム

ー

ド

を

起

し

、

商

工

業

者

は
店

舗

の
新

規

投

資

の
抑

制

の

み
な

ら

ず

、

移
転

、

転

業

を
求

め

る

空

気

が
強

く

な

っ
た

(
第

十

四
表

)
。

特

に

農

民

団

体

の
な

か

で
は

、

①

鉱

害

で

年

々
補

償

を
受

け

と

っ
て

い

る

が
、

こ
の
補

償

が
将

来

も

実

施

さ

れ

る

か
、

②

鉱

害

と

認

定

さ

れ

て

い
る

が

、

鉱

害

復

旧
事

業

は
完

全

に

実
施

さ

れ

る
か

、

と

云

う

不

安

が
拡

大

し
、

多

久

市
鉱

害
被

害

第14表 石炭 鉱 業 商業 の推移

商 業石 炭 鉱 業年度

従業員数(人)商 店 数従業員数(人)出炭量(千の炭鉱数

1,702

1,710

1,705

672

679

626

4,609

2,969

2,861

1,185

1,207

999

12

5

4

55

58

41

者

組

合

は

、

こ

の
よ

う

な

不

安

定

な
状

態

で

は
、

石

炭

の
採

掘

が
行

わ

れ

る

こ

と

は

、

将

来

の
農
業

基

盤

を

破
壊

さ

れ

る

だ

け

で

あ

る

と

い
う

こ
と

で
、

三

十

八
年

三

月

に

は

、
福

岡

通

産

局

に

大

衆

陳

情

を

行

う

と

い
う

情

況

に

ま

で
発

展

し

た

o

大

型

の
閉

山

は
、

地
域

に

多

種

多

様

の
影

響

を

あ

た

え

た

こ
と

を
例

記

し

た

が
、

も

う

一
つ
み

の
が

せ

な

い

こ
と

は

、

中
小

炭

鉱

(
一
社

一
山

)

と

、

大
手

炭

鉱

の
閉

山

の
方

法

に

大

き

い
差

が

あ

る

と

い
う

こ
と

で
あ

る

。

小

城

鉱

業

所

(
中

小

炭

鉱

)

と

立

山

鉱

業

所

(
大

手

炭

鉱

)

の

閉

山

が

そ

れ
を

証

明

し

て

い

る

○す

な

わ

ち
、

小

城

鉱

業

所

は

、

負

債

は
多

大

で

あ

っ
て
、

会

社

は

破

産

状

況

で

あ

っ
た
に

も

か

か

わ

ら

ず

、

閉

山

に

あ

た

っ
て
は

、

従

業

員

の
生

活

環

境

施

設

の
保

全

、

将

来

の
就

業

対

策

、

等

を

配

慮

し

て
閉

山

事

務

、

財

産

処

理

を

行

っ
た

が
、

立

山

鉱

業

所

の
場

合

は

、

会

社

は
健

全

で
あ

っ
た

に

も

か

か

わ

ら
ず

従

業

員

に

つ
い

て

は
、

決

定

し

た

退

職

金

は
支

払

い
ま

す

が

、

生

活
環

境

、

将

来

の
就

業

対

策

等

に

つ
い

て
は

、

一
顧

も

せ
ず

に

閉

山

事

務
、

財

産

処

分

が
行

わ

れ

た

、
と

い
う

極

め

て
対

立

す

る

状

況

で
あ

っ
た
と

い
う

こ

と

で
あ

る
o

さ

ら

に

、

こ

の
両

鉱

業

所

の
労

働

組

合

は
、

日

本

炭
鉱

労

働

組

合

連

合

会

(
炭

労

)

、

立

山

鉱

業

所

は

、

明
治

鉱

業

労

働

組

合

連

合

会

(明

鉱

連

)

と

い
う

組

織

に

加

入

し

、

合

理

化

反

対
斗

争

に

は

、

組

合

員

の

み
な

ら
ず

炭

鉱

婦

人

協

議

会

一餅一



(
炭

婦

協

)
等

と

、
家

族

を
含

め

た
斗

争

資

金

の
積

立

て
、

あ

る

い

は

斗

争

を
行

っ
た

に

も

か

か

わ
ら
ず

、

退

職

条
件

斗
争

は

行

っ
た

が

閉

山

11

退

職

と

同

時

に
離

職

者

は

組
織

外
と

し

て
、

生

活

環

境

の

問

題

、

就

職

問

題

に

つ

い

て

の
統

一
斗

争

を

全

く
行

わ
な

か

っ
た

こ
と

は

、

組

織

を

急

速

に

弱

化

さ

せ

る

大

き

な

原

因

と

な

っ
た

こ
と

も
忘

れ

て

は

な

ら

な

い
o

炭

鉱

閉

山
に

つ

い

て
、

「
去

る
も

地
獄

、

残

る

も

地

獄

」
と

い
う

言

葉

が
流

行

し

た

が
、

こ

の
言

葉

の
意

味

は

、

炭

鉱

を

去

る

も

の
も

炭

鉱

に

残

る

も

の
も

悲

惨

で
苦

し

い

の
だ

と

云

う

こ
と

で
は

な

く
、

旧

炭

鉱

街

を

去

っ

て
、

他

産

業

に

就

職

す

る
も

の
も
、

旧

炭

鉱

街

に

残

留
す

る

も

の
も

、

地

獄

だ

と

云

う

離

職

者

の
言

葉

で

あ

っ
た

と

云

う

こ
と

を

認

識

し

て

欲

し

い
も

の

で
あ

る
o

(
了

)

(六
〇
頁
よ
り
)

千
太
郎
は
怒
り

「
男
を
見
損
な
う
た
か
」
と
云
ひ
様
手
に
て
亀
太
郎

の
左
頬

を
殴
り
、
猪
之
吉
も
続

い
て
同
じ
く
殴
り

つ
け
、
逃
げ
ん
と
す
る
を
尚
も
追

ひ
行
き
十
能
に
て
返
答
次
第
で
は
殺
さ
ん
と
迫
り
し
折
、
人
操

の
又
平
に
阻

め
ら
れ
て
果
さ
ず
、
其

の
内
に
亀
太
郎
は
事
務
所
に
逃
れ
し
が
、
猪
之
吉
等

が
押
寄
す
る
と
聞
き
更
に
東
松
浦
郡
相
知
炭
坑
な
る
女
婿
伊
井
直

一
の
保
護

を
受
け
た
り
。
然
る
に

一
方
猪
之
吉
は
同
家
を
出
て
、
路
上
に
て
鶴
噺

の
柄

を
拾

い
坑
外
取
締
田
中
文
蔵
と
行
合

い
何
処

に
行
く
か
と
尋
ね
ら
れ
し
に
、

取
締
が
何
か
と
突
然
右
鶴
虜
の
柄
に
て
腰
部
を
嫌
と
い
ふ
ほ
ど
五

.
六
回
殴

り
、
取
り
組
ん
だ
ま
ま
崖
下
に
陥
り
、
人
事
不
省
と
な
り
た
る
を
漸
く
附
近

の
人
に
助
け
ら
れ
た
る
が
、
直
ち
に
同
日
千
太
郎
、
猪
之
吉
は
亀
太
郎

の
為

に
告
訴
さ
れ
、
昨
日
殴
打
罪
と
し
て
検
事
局
送
り
。

大
正
三
年
八
月
十
七
日

動
員
令
下
る

本
日
午
前
第
四
、
第
五
、
両
師
団
及
び
第
十
八
師
団
の

一
部
に
対
し
、
動

員
令
下
れ
り

(東
京
特
電
)
。

因
に
佐
賀
五
十
五
連
隊
に
も
ロ
ハ今

(
一
時
)
師
団
指
令
部
よ
り
長
文

の
電

報

到
来
し
俄
か
に
色
め
き
渡
り
、
外
出
兵
は
悉
く
帰
営
を
命
ぜ
ら
れ
た
り
。

大
正

三
年
八
月
十

一
日

各
汽
船
に
命
令

御
用
船
と
し
て
活
動

我
海
軍

の
活
動
に
伴

い
、
日
本
郵
船
会
社
以
下
の
各
汽
船
会
社

の
汽
船
約

八
隻
は
既
に
そ

の
筋
の
命
令
に
服
す
る
事
と
な
り
、
夫
々
御
用
船
に
し
て
従

事
す
る
由
な
る
が
、
帝
国
政
府

の
態
度
は
蝕

一
両
日
中
に
い
よ
い
よ
決
定

す

る
次
第
な
れ
ば
、
海
軍
省
に
お
い
て
は
何
時
軍
事
行
動
を
開
始
す
る
や
も
測

り
難
け
れ
ば
、
郵
船
会
社
以
下
の
各
汽
船
会
社

の
船
舶
に
対
し
て
は
目
下
航

海
中
の
も
の
に
対
し
て
も
命
令

一
下
直
ち
に
御
用
船

の
任
務
に
従
事
す
べ
く
、

二
五
〇
.頁
へ
つ
づ
く
)
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